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原
則
二
二【
先
住
人
民
の
役
割
】先
住
人
民
と
そ
の
社
会
及
び
そ

の
他
の
地
域
社
会
は
、
そ
の
知
識
及
び
伝
統
の
た
め
に
、
環

境
管
理
と
発
展
に
お
い
て
必
須
の
役
割
を
有
す
る
。
国
は
、

彼
ら
の
個
性
、
文
化
及
び
利
益
を
認
め
、
適
切
に
支
持
し
、

持
続
可
能
な
発
展
の
達
成
へ
の
彼
ら
の
効
果
的
参
加
を
可
能

と
す
る
ベ
き
で
あ
る
。

原
則
二
三【
抑
圧
下
に
あ
る
人
民
の
保
護
】抑
圧
、
支
配
及
び
占

領
の
下
に
あ
る
人
民
の
環
境
及
び
天
然
資
源
は
、
保
護
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
則
二
四【
武
力
紛
争
時
の
環
境
保
護
】
戦
争
行
為
は
、
本
質

的
に
持
続
可
能
な
発
展
を
破
壊
す
る
性
格
を
有
す
る
。
し
た

が
っ
て
国
は
、
武
力
紛
争
時
に
お
け
る
環
境
保
護
を
規
定
す

る
国
際
法
を
尊
重
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
一
層
の
発
展
の

た
め
協
力
す
る
。

原
則
二
五【
相
互
依
存
性
】平
和
、
発
展
及
び
環
境
保
護
は
、
相

互
依
存
的
で
あ
り
、
不
可
分
で
あ
る
。

原
則
二
六【
紛
争
の
平
和
的
解
決
】国
は
、
す
べ
て
の
環
境
紛
争

を
国
際
連
合
憲
章
に
従
っ
て
、
平
和
的
に
、
か
つ
、
適
切
な

手
段
に
よ
り
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
則
二
七【
国
際
協
力
】国
及
び
人
民
は
、
こ
の
宣
言
に
具
現
さ

れ
た
原
則
の
実
施
及
び
持
続
可
能
な
発
展
の
分
野
に
お
け
る

国
際
法
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、
誠
実
に
、
か
つ
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
精
神
で
協
力
す
る
。

8
３
　
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
宣
言（
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
グ
政
治
宣
言
）（
抄
）

採　
　

択　

二
〇
〇
二
年
九
月
四
日（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
）

　
　
　
　
　

持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
・

決
議
１「
政
治
宣
言
」附
属
書

わ
れ
わ
れ
の
原
点
か
ら
未
来
へ

１　

二
〇
〇
二
年
九
月
二
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
南
ア
フ
リ

カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
お
い
て
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す

る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
に
参
集
し
た
わ
れ
わ
れ
、
世
界
の
人
民
の

代
表
は
、
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
約
束
を

再
確
認
す
る
。

２　

わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
の
必

要
性
を
認
識
し
た
、
人
道
的
で
、
衡
平
な
、
思
い
や
り
の
あ

る
地
球
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

３
�
４　

（
略
）

５　

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
相
互
依
存
的
で
相
互
補
完

的
な
持
続
可
能
な
発
展
の
支
柱
─
経
済
発
展
、
社
会
発
展
及

び
環
境
保
護
─
を
、
地
方
、
国
、
地
域
及
び
全
地
球
の
レ
ベ

ル
で
発
展
さ
せ
、
強
化
さ
せ
る
共
同
責
任
を
引
き
受
け
る
。

６　

（
略
）

７　

人
類
は
重
大
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
、
貧
困
の
撲
滅
と
人
間
の
発
展
を
も
た
ら
す
、

実
際
的
で
目
に
見
え
る
計
画
の
必
要
性
に
積
極
的
に
対
応
す

べ
く
確
固
た
る
努
力
を
行
う
と
い
う
共
通
の
決
意
に
基
づ
い

て
連
帯
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
そ
し
て

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
へ

８　

三
〇
年
前
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は

環
境
悪
化
の
問
題
に
対
処
す
る
緊
急
の
必
要
性
に
つ
い
て
合

意
し
た
。
一
〇
年
前
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
た
国
連
環
境
発
展
会
議
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
リ
オ

原
則
に
基
づ
い
て
、
環
境
保
護
、
社
会
発
展
及
び
経
済
発
展

は
持
続
可
能
な
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
合
意

し
た
。
こ
の
よ
う
な
発
展
を
達
成
す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
と
題
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
計
画
並
び
に
環
境

及
び
発
展
に
関
す
る
リ
オ
宣
言
を
採
択
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
約
束
を
再
確
認
す
る
。
リ
オ
・

サ
ミ
ッ
ト
は
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
新
た
な
課
題
を

設
定
す
る
重
要
な
画
期
で
あ
っ
た
。

９　

（
略
）

10　

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、

持
続
可
能
な
発
展
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
実
施
す

る
世
界
を
実
現
す
べ
く
共
通
の
進
路
を
見
つ
け
よ
う
と
建
設

的
に
努
力
す
る
多
様
な
人
民
と
そ
の
見
解
を
ま
と
め
る
た
め

に
多
く
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ

ミ
ッ
ト
は
ま
た
、
地
球
の
す
べ
て
の
人
民
の
間
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
現
に
向
け

て
、
重
要
な
進
展
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

わ
れ
わ
れ
が
直
面
す
る
課
題

11　

わ
れ
わ
れ
は
貧
困
の
撲
滅
、
消
費
及
び
生
産
様
式
の
変
更
、

並
び
に
経
済
発
展
及
び
社
会
発
展
の
基
礎
と
な
る
天
然
資
源

の
保
護
及
び
管
理
が
、
持
続
可
能
な
発
展
の
包
括
的
な
目
的

で
あ
り
、
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

12　

人
間
社
会
を
富
裕
層
と
貧
困
層
に
分
け
隔
て
る
深
い
亀
裂
、

及
び
先
進
世
界
と
発
展
途
上
世
界
の
間
で
ま
す
ま
す
広
が
る

格
差
は
、
全
地
球
的
な
繁
栄
、
安
全
及
び
持
続
性
に
と
っ
て

重
大
な
脅
威
を
構
成
す
る
。

13　

地
球
環
境
は
悪
化
し
続
け
て
い
る
。
生
物
多
様
性
の
喪
失

は
続
き
、
漁
業
資
源
は
枯
渇
し
続
け
、
砂
漠
化
は
ま
す
ま
す

肥
沃
な
土
地
を
奪
い
、
気
候
変
動
の
悪
影
響
は
す
で
に
誰
の

目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
自
然
災
害
は
ま
す
ま
す
頻
繁
に
発

生
し
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
発
展
途
上
国
は
ま
す
ま
す
脆
弱

に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
気
、
水
及
び
海
洋
の
汚
染
は
何

百
万
の
人
々
か
ら
人
並
み
の
生
活
を
奪
い
続
け
て
い
る
。

14　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て

新
た
な
様
相
を
加
え
て
き
た
。
市
場
の
急
速
な
統
合
、
資
本

移
動
及
び
世
界
の
投
資
量
の
著
し
い
増
加
は
、
持
続
可
能
な

発
展
を
実
現
す
る
た
め
新
し
い
課
題
と
機
会
と
を
も
た
ら
し

た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
利
益
と
代
価
は

均
等
に
配
分
さ
れ
ず
、
発
展
途
上
国
は
こ
の
課
題
に
対
処
す

る
う
え
で
特
別
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
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15　

（
略
）

持
続
可
能
な
発
展
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
約
束

16　

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
結
集
し
た
強
さ
で
あ
る
豊
か

な
多
様
性
が
、
変
化
の
た
め
の
建
設
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
持
続
可
能
な
発
展
と
い
う
共
通
の
目
標
達
成
の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
決
意
す
る
。

17　

（
略
）

18　

わ
れ
わ
れ
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
が
人
間
の

尊
厳
の
不
可
分
性
に
焦
点
を
当
て
た
こ
と
を
歓
迎
し
、
達
成

目
標
、
期
限
つ
き
の
実
施
計
画
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
清
浄
な
水
、
衛
生
、
適
切
な
住
居
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

健
康
管
理
、
食
糧
の
安
全
保
障
及
び
生
物
多
様
性
の
保
護
と

い
っ
た
基
本
的
要
求
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
す
み
や
か
に
増
大
さ

せ
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
、
財
源
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
し
、
市
場
開
放
か
ら
利
益
を
得
て
、
能

力
の
構
築
を
確
保
し
、
発
展
を
も
た
ら
す
現
代
技
術
を
利
用

す
る
た
め
に
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
協
働
し
、

か
つ
低
開
発
を
恒
久
的
に
追
放
す
る
た
め
の
技
術
移
転
、
人

材
開
発
、
教
育
及
び
訓
練
を
確
保
す
る
。

19　

わ
れ
わ
れ
は
、
人
民
の
持
続
可
能
な
発
展
に
深
刻
な
脅
威

と
な
る
世
界
的
な
状
況
に
対
す
る
戦
い
に
特
別
の
関
心
を
持

つ
と
い
う
誓
約
を
再
確
認
し
、
そ
の
こ
と
に
優
先
的
に
注
意

を
払
う
。
こ
れ
ら
の
状
況
と
は
、
慢
性
的
飢
餓
、
栄
養
失
調
、

外
国
に
よ
る
占
領
、
武
力
紛
争
、
違
法
薬
物
の
問
題
、
組
織

犯
罪
、
汚
職
、
自
然
災
害
、
違
法
な
武
器
取
引
、
人
身
売
買
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
、
不
寛
容
及
び
人
種
、
民
族
、
宗
教
そ
の
他

の
憎
悪
の
扇
動
、
外
国
人
排
斥
、
並
び
に
特
にH

IV
/A

ID
S

、

マ
ラ
リ
ア
、
結
核
と
い
っ
た
風
土
病
、
伝
染
病
お
よ
び
慢
性

病
で
あ
る
。

20　

わ
れ
わ
れ
は
、
女
性
の
権
利
拡
大
と
解
放
及
び
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
平
等
が
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
発
展
目
標
及

び
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
実
施
計
画
に
包
含
さ
れ

る
す
べ
て
の
活
動
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る

よ
う
約
束
す
る
。

21
〜
23　

（
略
）

24　

わ
れ
わ
れ
は
引
き
続
き
、
発
展
途
上
小
島
嶼
国
及
び
後
発

発
展
途
上
国
に
お
け
る
発
展
の
ニ
ー
ズ
に
特
別
の
注
意
を
払

う
。

25　

わ
れ
わ
れ
は
、
持
続
可
能
な
発
展
に
お
い
て
先
住
人
民
が

不
可
欠
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

26　

わ
れ
わ
れ
は
、
持
続
可
能
な
発
展
は
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
の

政
策
形
成
、
意
思
決
定
及
び
実
施
に
お
い
て
、
長
期
的
視
野

と
広
範
な
参
加
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
す
べ
て
の
主
要
グ
ル
ー
プ
の
独
立
し
た
重
要
な
役
割
を

尊
重
し
つ
つ
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
れ
ら
主
要

グ
ル
ー
プ
と
の
安
定
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
に
活

動
を
続
け
る
。

27　

わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
大
企
業
と
小
企
業
を
含
む
民
間
部
門

は
、
そ
の
正
当
な
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
衡
平
で
持
続

可
能
な
共
同
体
及
び
社
会
の
進
展
に
寄
与
す
る
義
務
が
あ
る

こ
と
に
同
意
す
る
。

28
・
29　

（
略
）

30　

わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
発
展
目
標

及
び
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
実
施
計
画
の
効
果
的

な
実
施
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
強
化
し
改
善
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

未
来
は
多
数
国
間
主
義
に
あ
る

31　

持
続
可
能
な
発
展
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
わ

れ
わ
れ
は
、
よ
り
効
果
的
か
つ
民
主
的
で
、
責
任
を
持
つ
国

際
制
度
及
び
多
数
国
間
の
制
度
を
必
要
と
す
る
。

32　

わ
れ
わ
れ
は
、
国
際
連
合
憲
章
の
原
則
及
び
目
的
、
国
際

法
並
び
に
多
数
国
間
主
義
の
強
化
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
約

束
を
再
確
認
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
世
界
で
最
も
普
遍
的
か

つ
代
表
的
な
機
関
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
発
展
の
促
進
に
最

適
な
機
関
と
し
て
、
国
際
連
合
の
指
導
的
役
割
を
支
持
す
る
。

33　

わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
の
持
続
可
能
な
発
展
の

目
標
と
目
的
の
実
現
に
向
け
て
、
定
期
的
に
進
捗
状
況
を
監

視
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

実
現
へ
向
け
て

34
・
35　

（
略
）

36　

わ
れ
わ
れ
は
、
持
続
可
能
な
発
展
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ

ト
の
実
施
計
画
と
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
期
限
を
定
め
た
社
会

経
済
上
及
び
環
境
上
の
達
成
目
標
の
実
現
を
加
速
化
す
る
こ

と
を
約
束
す
る
。

37　

人
類
発
祥
の
地
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
、
わ
れ
わ
れ

は
、
全
世
界
の
人
民
及
び
こ
の
地
球
を
確
か
に
受
け
継
ぐ
新

し
い
世
代
に
対
し
て
、
持
続
可
能
な
発
展
と
い
う
共
通
の
願

い
の
実
現
を
確
保
す
る
と
決
意
し
た
こ
と
を
厳
粛
に
誓
約
す

る
。


